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１０月２８日（水）、１１月１１日（水）に川越市立教育センター第二分室

で第１４回機関研修を開催しました。

第１４回では、「特別支援教育」についての講義を行いました。講義では、

研修生は特別支援教育やインクルーシブ教育システムについての基礎的・基

本的な内容を具体的な例を交えながら学ぶことができました。

１１月１８日（水）、１１月２５日（水）に

は川越市立教育センターで第１５回機関研修

を開催しました。小学校、中学校それぞれの

代表授業者の授業動画視聴と研究協議を通し

て、学力向上プランの授業スタンダードにつ

いて日頃の実践を振り返り、授業改善の意識

を高めることができました。

令和３年１月４日（月）から２９日（金）に

YouTubeを用いたオンデマンド研修として各
市立学校全教職員を対象に実施しています。

１月２２日現在、７７５名が参加しています。

本研修会では、始めに教育長が「ＧＩＧＡス

クール構想の実現による川越市の教育の変化に

ついて」参加者へメッセージを伝えています。

本研修では、文部科学省の掲げるＧＩＧＡスクール構想の基本的な考え方

や、「川越市学校教育情報化推進計画」、「川越市小・中学生学力向上プラン」

との関わりについて学ぶことができます。さらに、川越市に導入されるＩＣ

Ｔ機器や今後のＧＩＧＡ研修会についても紹介しています。

研修アンケートに寄せられた質問については、「ＧＩＧＡ通信第２号」で回

答する予定です。

＜初任者の感想より＞

授業動画視聴と研究協議をとおして、学力向上に

向けて指導していく上では、全員が学びに参加でき

るような雰囲気をつくることがとても重要であり、

それとともに、全員が学びに参加できる手立てを考

えていく必要があることを学ぶことができました。

＜初任者の感想より＞

「支援」と聞くと、多くの時間や手間を要するイ

メージがありましたが、実際には、日常の指導の中

でほんの少しの配慮や思いやりを持つだけで、多く

の子どもたちが救われるのだと改めて確認すること

ができました。

研修
目的 文部科学省の提唱するＧＩＧＡスクール構想の概要と川越市における

ＧＩＧＡスクール構想を受けた環境整備の内容、今後実施されることと

なるＩＣＴを活用した教育活動について理解する。

＜小学校の参加者の感想より＞

ＧＩＧＡスクール構想(未来を生きる子ども

たちをどう育てるか）を実現するためには、

ＩＣＴを利用しながら、主体的・対話的で深い

学びを実現することが必要だと分かりました。

そして、公正に個別最適化され創造性を育むた

めには、様々な機器を最大限に使えるようにす

るため、まずは教員が使いこなし、子どもたち

にも発達段階に合わせたＩＣＴを活用できる

よう、教えていくことが大切だと分かりまし

た。には、ICTを利用しながら、主

＜中学校の参加者の感想より＞

児童生徒が、タブレットを使いこなすには、

系統的な小中の連携が必要だと感じました。

そして、教員はタブレットを有効に活用する

ための場面をおさえ、手段として活用していく

ことが重要であると感じました。同時に、教員

としてのスキルを磨いていくことも忘れてはい

けないと感じています。情報端末と筆記用具を

使い分け、児童生徒が学習していけるように授

業を組み立てていくことが重要です。、児童生

徒が学習していけるように授業を組


